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＜あらまし＞ 社会人が主体的な学びを始めるに至るにあたり，周囲の行動や働きかけがいか

に影響を与えているかを検討した．仕事に関して主体的に学びを始めた人を対象としたアンケ

ート調査を実施し，学習の内容による主な影響の与え手の違いや，影響の与え手による影響内

容の特徴を明らかにした. 
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1. 問題と目的 

川崎ら（2024）では，社会人が主体的な学

びを始めることの難しさに注目し，質的アプ

ローチを用いて，過去 1 年に学びを開始した

人の学び始めに至る径路を明らかにした．そ

こでは仕事に関する学びの多くが，仕事や生

活上の環境変化を契機としつつ，上司，同僚，

家族や知人，会社などの周囲から後押しを受

けて開始されていることが見てとれた．そこ

で今回は，仕事に関する主体的な学びの開始

に周囲が与える影響をさらに探索する. 

社会人の仕事に関する学びの多くは，職場

での OJT や OFF-JT ，仕事実践のなかでの

経験的な学習を通してなされるが，個人が興

味を持ったものに主体的に取り組む自己啓発

的な学びもその重要性を増している．各々が

自由に学習内容を選択することは，組織が多

様性を獲得したり個人が自分らしいキャリア

を築いたりすることにつながるが，前述のほ

かの学習形態と比べて会社や職場からの働
きかけは弱く学び始めの難しさが想像され

る．また，どんな相手からどんな影響を受
けて学び始めるかの実態も見えにくい．  
個人が主体的に取り組む学習は，現在の仕

事に直結するものだけでなく今後のキャリア

に役立つようなものもある．前者の場合，同

じ関心や必要性を持つ職場の上司や同僚から

の影響が大きいと推測されるが，後者の場合

は，より多様な情報や資源を持つ職場外・社

外の人に広がりを見せると想定される． 

仮説 1：主な影響の与え手は，開始した学

習の内容（「現在の仕事に直結する学び」と「今

後のキャリアに役立つ学び」）で異なるだろう． 
今井（2011）によると，対人的影響には

与え手の意図性によって無意図的な対人的
影響と意図的な対人的影響の 2種類がある.
無意図的な対人影響の例として，与え手は
意図して受け手に働きかけていないものの，
受け手が与え手の行動から影響を受ける行

動感染（参照）や，与え手の存在によって
覚醒水準が高まる社会的促進がある．また，
意図的な対人影響の例には，与え手から受
け手に対する単純依頼や正当要求，理由提
示，資源提供，情動操作による影響などが
ある．与え手の保有資源や相手との地位関
係により，与える影響は異なるとされる．  
仮説 2：影響には「与え手による無意図的

な影響」と「与え手による意図的な影響」の

２種類が見られ，与え手により影響の内容が

異なるだろう． 

 

2. 方法 

2.1. データ収集 

2024 年 3 月に調査会社のパネルを用いて

「ここ１年の間に，仕事に関することで，自



ら興味をもって自発的に学び始めたことがあ

る」300 名以上の企業で働く正社員に調査を

行った．会社からの要請で行われた学びや特

別に意図しない仕事を通した学びは対象外と

し，1305 名のデータを得た（20～39 歳 30．

7％40～59歳 69．3％，男性 71％女性 29％）．  

2.2. 使用した変数 

学習の内容 「A．現在の仕事に直結する学

び」「B．今後のキャリアに役立つ学び」のど

ちらに近いかを 4 肢から択一選択．A 寄り B

寄りの 2つに統合して使用． 

主な影響の与え手 学びを始めるにあたり

最も影響を受けた相手を，図 1 の「1．職場の

上司」他から択一選択． 

影響の内容 「どのような影響を受けたか，

最も印象に残っていること」自由記述を使用． 

2.3. 分析 

分析 1 「主な影響の与え手」を「学習内

容」別に集計した（図 1）． 

分析 2 3 名で複数回の協議を行い「影響

の内容」をコーディングした（図表 2）．「影

響の内容」の記載がある 665 件を使用し，「主

な影響の与え手」別に集計した（図 3）．  

                            

3. 結果と考察 

分析 1の結果，仮説 1の

とおり主な影響の与え手

は開始した学習の内容

（「現在の仕事に直結する

学び」と「今後のキャリア

に役立つ学び」）で異なり，

想定どおり前者は「職場の

上司」「職場の同僚」，後者

は「職場外・社外の人」が

多かった．「会社」は両群

とも 1割程度と差はなく，

それぞれに一定の影響を

示したといえる．後者では「特に影響を受け

ていない」が最も多い．現在の仕事に直結し

ない学びについては，参照・触発の機会や各

種資源の提示が得られにくい現状が推測され

る．  

分析 2では，与え手による影響は想定どお

り「無意図的な影響」「意図的な影響」に分類

でき，前者では，先行研究の行動感染、社会

的促進に類する「参照」「触発」，後者では理

由提示、資源提示，情動操作に類する「必要

性の提示」「文化的資源の提示」「物的資源の

提示」「人的資源の提示」「情動的支援」を確

認した．全体では，「無意図な影響」が 42.2％，

「意図的」57.7％と，後者がやや多く見られ

た．最も出現の多い「参照」は，「職場の同僚」

「職場外・社外の人」からの影響が上司や会

社からの影響に比べて多い．次いで多い「文

化的資源の提示」は「会社」からの影響が，

「必要性の提示」は「職場の上司」からの影

響が他群より多く，「物的資源の提示」では，

「会社」からの影響が他群より大幅に多かっ

た．仮説どおり，与え手の保有資源や受け手

との地位関係の違いが，与える影響の違いに

反映されたと考えられる．それぞれの影響を

受けやすい条件や，それが学び始めにつなが

る条件については，さらに検討を進めたい． 


